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整 理 番 号  2023P-022 

補助事業名  2023年度自転車競技の普及促進及び競技力の向上に資する事業補助事業 

補助事業者名  一般財団法人日本自転車普及協会 

 

１ 補助事業の概要 

（１）事業の目的 

本大会の開催により国内における自転車競技の普及促進、認知拡大を図るとともに開

催地域の活性化を目指す。 

ツアー・オブ・ジャパンは、国際自転車競技連合（以下「UCI」）公認の国内最大規模・

最長期間で開催するステージロードレースである。アジアでもハイレベルな起伏に富ん

だコース設定となっており、出場する国内外選手にとって研鑽の場となるため、国内選

手の競技力向上、世界への登竜門となる大会として継続開催することを目的とする。 

また、本大会をサイクルツーリズムによる観光資源として活用し、開催地の地域創

生・町興しの一助とする。 

さらに、本大会関係者による他の新規自転車イベント等へのノウハウ・情報提供、協

力等を今後も実施し、国内の自転車競技・レース文化の定着と醸成を目的とする。 

（２）実施内容 

 ツアー・オブ・ジャパン東京ステージ開催、ツアー・オブ・ジャパン広報 

 (http://www.toj.co.jp/2023/) 

国際自転車競技連合（UCI）公認の自転車ロードレース「ツアー・オブ・ジャパン2023」

を開催した。本大会は、国内で唯一の都府県（大阪府堺～東京間）をまたぐステージレ

ースである。 

2019年末から長く続いたコロナ禍の影響や制限がようやく軽減し始めたことを受け、

TOJ2023は4年振りに8日間8ステージ(前半4ステージ堺、京都、いなべ、美濃が復活)の

フルスペック開催を実現した。レースクラスを2.2から2.1に戻し、海外チームを招聘し

UCIコンチネンタルチームを中心とした出場チームにて、全ステージで有観客の開催と

なった。今大会では、海外チームの出場が可能となり、TOJにコンディションのピーク

を合わせてきた選手たちにより非常にアグレッシブなレース展開となったことで、日本

人選手にとっても強度の高いレース経験を積む機会となり、レベルの高いステージレー

スを走る機会の提供となった。  

広報においては、本会のYouTubeチャンネルである「BPAJチャンネル」でレースライ

ブ配信を実施。諸物価高騰など限られた予算の中で、残距離、集団と集団等のタイム差

表示など番組制作を行い、視聴者のニーズに答えることが出来た。また、速報性の高い

広報は、公正、透明性の高いレース運営の一助となっている。 

 

http://www.toj.co.jp/2023/
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東京ステージで勝利を挙げた窪木一茂選手

(チームブリヂストンサイクリング)。強豪の

海外チーム選手を抑えて勝負を制した。 

選手の近くで撮影するライブ配信チーム。視

聴者のニーズに答えると共に、公正、透明性

の高いレース運営の一助となっている。  

 

２ 予想される事業実施効果 

8日間8ステージの規模で開催する大会は、アジアでも本大会を含む3大会のみである。

TOJは、コース設定及び大会運営においてもハイレベルなレースとして認知されている

おり、海外チームからの出場希望も多いだけでなく、再出場のリクエストも非常に多

い。 

日本人選手、特に若手選手にとっては国内外の強豪選手と共にレース強度が高く、

チームとしての戦略も必要なレースを走る機会となり、選手の競技力向上・強化や経

験の蓄積のために重要な大会であり、海外の若手選手にとっては、本大会で実績を残

すことで海外の上級カテゴリーのチームへの移籍やメジャー・レースで飛躍を遂げる

選手も多く、世界への登竜門となっている。 

今大会では、信州飯田ステージで岡篤志選手（JCL TEAM UKYO）、東京ステージで窪

木一茂選手（チーム ブリヂストン サイクリング）がステージ優勝し大会を盛り上げ

た。海外の強豪選手がいる中で勝利を掴み取ったが、これにより多くのメディアから

注目を集めることが可能となり、自転車ロードレースのみならず自転車業界全体の発

展、スポンサー獲得に寄与するものである。 

東京ステージには、スターターとして江島潔参議院議員にお越しいただき、昨年に

引き続き自転車活用推進議員連盟との連携を深めることができた。また、東京都が進

める「GRAND CYCLE TOKYO」事業に賛同し、ロゴ掲出等行うなど、都と更に連携強化を

図った。 

4月1日から日本国内では自転車乗車時におけるヘルメットの着用が努力義務化され

たが、東京都のヘルメット着用率は10.6%と微増傾向とはいえ着用率の低さは否めない。

そこで、自転車活用推進議員連盟、東京都議会議員、警視庁自転車安全利用啓発隊

「BEEMS」、一般サイクリストによるパレードランを実施し、「5月は自転車月間」、「自

転車活用推進法」を周知とあわせてルールやマナー遵守の安全啓発を呼びかけた。 
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広報においてはYouTubeによるライブ配信を「BPAJチャンネル」にて実施。YouTube

は、動画サイトとして知名度・利用率が共に高く、無料でいつでも見られることから、

自転車競技を観戦したことがない層へのアプローチも容易となる。一般の方の自転車

ロードレースの認知を広め、気軽に自転車競技を観戦できる環境を整えることで新た

なファン獲得が期待できるだけでなく、既存ファンのニーズにも応えることができる。 

 

３ 補助事業に係わる成果物 

（１）補助事業により作成したもの 

・Tour of Japan2023ポスター (B2)  

  

・Tour of Japan2023チラシ (A4)  
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・Tour of Japan2023ガイドブック  

 

  

・Tour of Japan2023報告書  

（TOJ-HP:www.mavisports.com/toj/pdf/TOJ_2023_Report.pdf）  

 

 

 

 

 

http://www.mavisports.com/toj/pdf/TOJ_2023_Report.pdf
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・Tour of Japan2023テクニカルガイド  

  

  

（２）（１）以外で当事業において作成したもの  

特になし 

 

４ 事業内容についての問い合わせ先 

団 体 名：一般財団法人 日本自転車普及協会 

(ニホンジテンシャフキュウキョウカイ)  

住  所：〒141-0021  

東京都品川区上大崎 3-3-1自転車総合ビル  

代 表 者：会長  小泉 昭男(コイズミ アキオ)  

担当部署：事務局（ジムキョク）  

担当者名：事務局次長 村山 吾郎(ムラヤマ ゴロウ)  

電話番号：03-4334-7952  

F A X：03-4334-7957  

E - m a i l：jifukyo@jifu.jp  

U R L：https://www.bpaj.or.jp   

 

mailto:jifukyo@jifu.jp
https://www.bpaj.or.jp/

